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広報いで
２月２４日　京都地区（土）

より

先行ロードショ―

「 神さまの轍 ( わだち ) 
                                 ～ checkpoint of the life ～ 」 

「 神さまの轍 ( わだち ) 
                                 ～ checkpoint of the life ～ 」 

広報いで　IDE TOWN PUBLIC RELATIONS

目次
「 神さまの轍(わだち)」 劇場公開迫る！ P02
いでのまちかどウォッチング P04
確定申告は2月16日（金）から P06
子育て支援カレンダー P10
第32回井手町解放文化祭のお知らせ P11

町の人口（2月１日現在）
男性 3,673 人
女性 3,936 人

計 7,609 人
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　本町を舞台とした「青春」×「ロードバイク」の地域映
画「神さまの轍～ checkpoint of the life ～」（以下「神さま
の轍」）を、一昨年秋に井手町映画製作委員会のもと、撮
影いたしました。
　劇場での公開日が決定いたしましたので、お知らせいた
します。また、映画主題歌やポスタービジュアルについて
の詳細も決定しておりますので、併せてお知らせいたしま
す。

【京都府内先行公開】
　（１）公開日　平成 30 年２月 24 日（土）～
　（２）劇　場　イオンシネマ久御山、イオンシネマ高
　　　　　　　　の原

【全国公開】
　（１）公開日　平成 30 年３月 17 日（土）～
　（２）劇　場　新宿武蔵野館、アップリンク渋谷ほか

【主題歌はフレデリック「たりない eye」に決定】
　本作の主題歌が人気急上昇中バンド、フレデリックの「た
りない eye」に決定致しました。フレデリックは三原健司
(Vo./Gt.)、三原康司 (Ba.) の双子の兄弟と、赤頭隆児 (Gt.)、
高橋武 (Dr.) で編成されるロックバンドで、ユーモアに富
んだ歌詞と中毒性の高い楽曲で関西を中心に話題沸騰中で
す。今年 4 月には神戸での初アリーナ公演も控えています。
本作の主題歌「たりない eye」は軽快なテンポにのせて彼
ら独自の世界観が哀愁を帯びて歌われており、のびやかな
余韻を本作に与えています。

【ストーリー】
　京都府井手町にある中学校に通う勇利と洋介は、
ふとしたきっかけでロードバイクに熱中していく。
どこに向かうか見えなくても、無心にペダルを漕ぎ
続けることだけが、勇利と洋介にとっての未来であっ
た。数年後、二人は再会する。勇利はプロのロード
レーサーとして歩むことを決め、社会人となった洋
介はロードバイクに乗ることさえやめてしまってい
た。そこから、二人の人生は大きく変わっていくこ
とになる。やがて、掴んだ夢に挫折してしまう勇利と、
自分の夢を見つけることが出来なかった洋介の人生
とが、思い出の地、井手町を舞台としたロードレー
ス大会《ツールド KYOTO2019》で交錯する。白熱
するロードレースの中、二人の若者が選ぶそれぞれ
の未来とは――。

井手町映画

劇場公開迫る！

「 神さまの轍 ( わだち ) 
                                 ～ checkpoint of the life ～ 」 

「 神さまの轍 ( わだち ) 
                                 ～ checkpoint of the life ～ 」 

主演を務める荒井敦史さん（右）と岡山天音さん（中）、監督の
作道雄さん（左）
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　ポスタービジュアルには、真っ青な空
の下、井手町を眼下に自転車にまたがる
学生時代の勇利 ( 荒井敦史 ) と洋介 ( 岡山
天音 )、そしてその先に大人になりロード
バイクに乗る二人の姿が印象的なタッチ
の絵で描かれています。これから始まる
二人の青春物語を彷彿とさせる、そんな
渾身のビジュアルが完成しました。

全国のどの劇場でも使える特別鑑賞券を、井手町商工会で
１，１００円で販売しています。
お問い合わせは井手町商工会（℡８２－４０７３）まで。

（上）（中）まちづくりセンター椿坂やＪＲ玉水駅前
で行われた撮影の様子。（下）泉ヶ丘中学校で試写が
行われたお茶の京都映画祭の様子

２月２４日　京都地区（土）
より

先行ロードショ―
イ オ ン シ ネ マ 高 の 原 で は「 神 さ ま の 轍 ～
checkpoint of the life ～」のＰＲコーナーも開
設されました。
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

消
防
防
災
へ
の
決
意
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
ヶ
丘
中
学
校
で
消
防
出
初
式

　

井
手
町
消
防
出
初
式
が
１
月
７

日
（
日
）、
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
井
手
町
消
防
団
、

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
、
町

内
各
区
の
自
主
防
災
組
織
を
は
じ

め
、
消
防
防
災
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
入
場
行
進
等
に
続

い
て
汐
見
明
男
町
長
が
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

汐
見
町
長
は
こ
の
中
で
、
近
年

全
国
で
発
生
し
て
い
る
豪
雨
災
害

や
、
昨
年
10
月
の
台
風
21
号
で
の

被
害
に
触
れ
「
こ
れ
か
ら
も
国
や

京
都
府
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

可
能
な
限
り
様
々
な
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
、
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
い
た
だ
く
の
は
皆
さ
ん
方
。

一
層
精
進
さ
れ
住
民
の
期
待
に
応

え
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
奥
田
俊
夫
副
団
長
は
訓
示

で
「
国
や
京
都
府
、
町
に
防
災
・

減
災
の
た
め
の
設
備
を
整
え
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
い
く
ら
良
い
施

設
や
機
械
を
与
え
て
も
ら
っ
て
も
、

そ
れ
を
使
い
こ
な
す
我
々
の
知
識

や
技
術
が
伴
わ
な
け
れ
ば
た
だ
の

箱
で
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

自
分
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

の
信
念
の
も
と
、
一
人
ひ
と
り
の

団
員
が
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る

行
動
と
消
防
防
災
活
動
を
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
優
良
消
防
団
員
に

対
す
る
表
彰
、
来
賓
の
祝
辞
に
続

い
て
、
恒
例
の
一
斉
放
水
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は

次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
京
都
府
消
防
協
会
表
彰

勤
功
章
＝
寺
村
幸
治

精
績
章
＝
寺
井
久
明

精
勤
章
＝
中
谷
忠
樹
、
林
幸
男
、

宮
﨑
厚
宏
、
南
本
忠
宏

▽
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長

表
彰
＝
木
村
啓
介
、
古
川
聖
也
、

仁
木
崇
、
森
田
匠
、
泉
克
典
、
坂

井
幸
一
郎
、国
本
泰
典
、村
田
雄
哉
、

橋
本
秀
臣
、
中
田
寿
志

▽
優
良
消
防
団
員
表
彰
者

町
長
章
＝
楫
野
浩
一
、
松
本
恭
儀
、

森
田
肇
、
藤
林
秀
徳
、
西
川
翔
、

乾
誠
、
国
本
光
浩
、
窪
田
昇
治
、

菱
本
嘉
昭
、
山
中
賢

優
良
消
防
団
員
表
彰
者

団
長
章
＝
木
田
翔
、
北
野
一
樹
、

中
坊
博
誠
、今
西
翔
太
、近
藤
大
祐
、

梅
元
謙
太
、金
丸
研
二
、津
島
浩
一
、

寺
村
峯
和
、
市
場
祐
樹

精
勤
章
＝
西
島
聖
也
、
山
川
嘉
徳
、

岡
田
伸
也
、中
坊
哲
也
、中
坊
吉
貴
、

小
西
啓
介
、中
坊
元
久
、大
谷
賢
太
、

飯
田
順
之
、太
田
裕
也
、戸
塚
佳
男
、

式辞を述べる汐見町長

泉ヶ丘中学校で行われた出初式

　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で

１
月
７
日
（
日
）、
井
手
町
成
人
式

が
行
わ
れ
、
新
成
人
た
ち
が
、
来

賓
や
恩
師
か
ら
新
た
な
門
出
の
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
85
人
で
す
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を

祝
お
う
と
、
小
中
学
校
時
代
の
恩

新成人を代表して誓いの言葉を述べる河合さん

師
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
松
田
定
教
育
長
、

汐
見
明
男
町
長
、
丸
山
久
志
議
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
門
出
を
祝
福
す
る

言
葉
を
贈
る
と
、
新
成
人
を
代
表

し
て
河
合
侑
汰
さ
ん
が
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

安
福
卓
也
、
平
間
琢
也
、
中
田
寿

志
、
中
村
遼
也
、
森
島
裕
也
、
奥

山
史
士
、
宮
村
潤

新
成
人
85
人
が
新
た
な
門
出

　
　
　
　
　
　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
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第
12
回
井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・

第
26
回
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
、

１
月
14
日
（
日
）、
自
然
休
養
村
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
前
を
発
着
点
に
行
わ

れ
、
参
加
し
た
選
手
た
ち
が
１
・
５

キ
ロ
、
２
・
５
キ
ロ
、
７
キ
ロ
の
３

つ
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
、
小
学
１

年
生
か
ら
一
般
ま
で
１
４
９
人
が

参
加
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
と
小
学
１
・
２

年
生
の
部
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
各
部
の
選
手
た
ち
が

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
前
を
相
次
い
で
ス

タ
ー
ト
。
選
手
た
ち
は
白
い
息
を

弾
ま
せ
な
が
ら
、
全
員
完
走
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

【
１
・
５
km　

小
学
生
１
・
２
年
】

男
子
の
部
＝
①
辻
井
暖
人
②
飯
田

昌
司
③
福
井
駿
斗

女
子
の
部
＝
①
市
場
史
栞
②
平
間

未
紗
③
濵
か
さ
ね

【
２
・
５
km　

小
学
生
３
・
４
年
】

男
子
の
部
＝
①
小
平
健
心
②
田
中

昊
良
③
髙
木
歩
夢

女
子
の
部
＝
①
木
田
遥
②
今
西
杏

③
金
田
ま
ひ
ろ

【
２
･
５
km　

小
学
生
５
・
６
年
】

男
子
の
部
＝
①
嶋
凌
吾
②
羽
田
伊

吹
③
林
蒼
偉

女
子
の
部
＝
①
岸
春
陽
②
島
本

き
ゃ
ら
③
神
村
愛
華

【
７
km　

中
学
生
】

男
子
の
部
＝
①
廣
瀬
拳
②
森
本
開

③
内
海
郁
人

元気にスタートする選手の皆さん

女
子
の
部
＝
①
山
本
澪
②
西
村
未

来
③
中
谷
七
晴

【
７
km　

一
般
（
３
９
歳
以
下
）】

男
子
の
部
＝
①
森
田
公
平
②
間
野

雅
也
③
中
田
幸
平

女
子
の
部
＝
①
植
田
静

【
７
km　

一
般
（
４
０
歳
以
上
）】

男
子
の
部
＝
①
辻
貴
生
②
山
本
博

之
③
野
崎
健
治

女
子
の
部
＝
①
池
田
弥
生
②
大
倉

直
子
③
新
留
倫
子

【
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
】

▽
卜
部
雅
之
さ
ん
か
ら
１
万
円
の

寄
付

▽
井
手
俊
太
さ
ん
か
ら
２
万
円
の

寄
付

　

町
で
は
、
こ
の
善
意
の
寄
付
を

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
積
み
立
て
、

今
後
、
自
然
・
環
境
保
全
や
歴
史
・

文
化
継
承
に
関
す
る
事
業
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
４
９
人
が
健
脚
競
う

　
　
　
　

井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

ゴールを目指して力走する選手の皆さん

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

選手宣誓する柳本仁平さん

　井手町では、定住促進と地域の活性化を図るため、
町内への移住希望者に空き家・空き地（以下「空き家
等」）に関する情報を提供する「空き家・空き地バンク」
を開設しております。
　空き家等をそのままにしておくと、防犯、防災、景
観の面でも好ましくありません。町内に空き家等を所
有している方で、売却や賃貸をご検討していただける
物件がある場合は、ぜひ「空き家・空き地バンク」に
登録してください。

●「空き家・空き地バンク」とは
　空き家等を所有する方からの登録の申し込みを受
け、登録された空き家等の物件情報を公開し、町内に
居住を希望する人に町のホームページなどで広く情
報提供する仕組みです。
●空き家等登録の手順

（１）登録の申し込み
　地域創生推進室へ登録申込書など必要書類を提出
いただきます。その際、物件の簡易調査等を行う場合
があります。

■利用可能な空き家・空き地の
　　　　　　　　情報提供にご協力を！！

（２）物件の登録
　空き家・空き地バンクへの登録が可能と判断された
場合、登録台帳に登録するとともに、空き家であれば
物件の所在地、状況、間取り、所有者の希望条件など
の情報を、町のホームページに掲載します。

●利用希望者の手順
（１）空き家等情報の閲覧
　町のホームページで閲覧できます。

（２）利用の申し込み
　利用を希望する物件があった場合、「利用申込書」

「誓約書」を地域創生推進室に提出いただきます。利
用希望者、利用目的などが適当と認められた場合、空
き家等の所有者と仲介を行う登録事業者に通知しま
す。

（３）交渉・契約
　利用希望者が所有者または登録事業者との交渉を
希望した場合、重要事項説明の後に契約締結となりま
す。町は交渉・契約には関与しません。

●お問い合わせ
　地域創生推進室　（℡８２－６１７０）まで
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税務課からのお知らせ

申告・納税は期限内に

■
確
定
申
告
の
期
間
は
２
月
16
日

(

金)

か
ら

　

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、

申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す

か
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ

ん
自
ら
が
一
年
間
の
所
得
と
税
金

を
計
算
し
、
申
告
・
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告
し
な
い
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
り
、
間
違
っ
た
申

告
を
さ
れ
ま
す
と
あ
と
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加

算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

わ
か
る
も
の
と
本
人
確
認
書
類
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

＊
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
か
つ
、
公
的

年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
住
民
税
の
申
告
は
必

要
で
す
。
住
民
税
の
申
告
が
な
い

場
合
、
各
種
控
除
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
に
は
確
定
申
告
書
を
提
出

　

申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年
間

の
収
入
を
も
う
一
度
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
申
告
漏
れ
が
見
受
け
ら

れ
る
主
な
収
入
・
所
得
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
不
動
産
所
得
】

・
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と
し

て
貸
し
た
場
合
の
収
入
。

・
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
・
借
地
等
の

収
入
。

【
雑
所
得
】

・
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付
け

た
お
金
の
利
子
。

・
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
・
共
済
年
金
）
の
収
入
。

【
給
与
所
得
】

・
パ
ー
ト
等
の
収
入
。

＊
事
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不
動

産
所
得
等
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

自
宅
で
売
上
や
経
費
等
を
整
理
し
、

ま
と
め
た
う
え
で
申
告
相
談
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
収
支
内
訳

書
の
事
前
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。）

＊
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

の
記
載
及
び
申
告
書
に
記
載
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
と
本
人
確

認
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
税
務
署
へ
申
告
書
を
郵
送
で
提
出

す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
宇
治
税
務
署
（
℡
44
‐

４
１
４
１
）
ま
た
は
井
手
町
税
務

課
（
℡
82
‐
６
１
６
３
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
よ
り
、

従
来
の
「
確
定
申
告
書
用
紙
」
の

送
付
に
代
え
て
、
申
告
に
必
要
な

情
報
を
記
載
し
た
「
確
定
申
告
の

お
知
ら
せ
」
と
い
う
は
が
き
又
は

通
知
書
が
送
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
告
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
送
付
さ
れ
た
は
が
き
又

は
通
知
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
申

告
相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

役
場
西
別
館
１
階
で
申
告
相
談
会
場
を
開
設
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
16
日(

金)

～
３
月
15
日(

木)

　

申
告
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

宇
治
税
務
署
に
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。（
例
え
ば
、
住
宅
借

入
金
特
別
控
除
の
初
年
度
申
告
や
、

土
地
・
建
物
・
株
式
等
の
譲
渡
所

得
申
告
、
青
色
申
告
な
ど
）。

　

宇
治
税
務
署
（
宇
治
市
大
久
保

町
井
ノ
尻
60
‐
３
）
の
確
定
申
告

会
場
は
、
２
月
16
日
（
金
）
か
ら

３
月
15
日
（
木
）
ま
で
開
設
さ
れ

ま
す
。



広報いで H30-027

■
住
民
税
の
申
告
相
談
は
３
月
１

日
（
木
）
か
ら

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
井

手
町
に
住
所
を
有
す
る
人
は
原
則

申
告
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

（
１
）
平
成
29
年
中
の
収
入
が
給
与

収
入
の
み
又
は
公
的
年
金
収
入
の

み
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報

告
書
（
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

も
の
）
又
は
公
的
年
金
等
の
支
払

報
告
書
が
井
手
町
に
提
出
さ
れ
て

い
る
人
で
、
社
会
保
険
料
控
除
や

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
控
除
を

平成 30 年度　　住民税申告相談日程表
区　名 日　時 場　所

北 ３月１日（木） 午前９時～
　　　午前１１時半 いづみ人権交流センター教養室

南 ３月２日（金） 午前９時～
　　　午前１１時半 いづみ人権交流センター教養室

多賀地区 ３月５日（月）
３月６日（火）

午前９時～
　　　午後３時 JA 京都やましろ井手町支店

上井手
田村新田 ３月７日（水） 午前９時～

　　　午前１１時半 上井手区公民館

玉水 ３月８日（木） 午前９時～
　　　午後４時 井手町役場西別館１階

水無・高月 ３月９日（金） 午前９時～
　　　午後４時 井手町役場西別館１階

石垣 ３月１２日（月） 午前９時～
　　　午後４時 井手町役場西別館１階

　※正午～午後１時については除きます。

新
た
に
受
け
よ
う
と
し
な
い
人
。

（
２
）
平
成
29
年
分
の
所
得
税
等
の

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
。

　

住
民
税
の
申
告
受
付
は
、
町
職

員
が
出
張
し
て
行
い
ま
す
。
日
程

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。（
送
付
が
な
い
場
合

で
も
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月
15

日
（
木
）
で
す
。

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け
れ

ば
、
福
祉
関
係
の
給
付
や
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
の
保
険
料
の
算
定

に
影
響
が
出
る
場
合
や
所
得
に
関

す
る
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
住
民
税
の

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
住
民
税
の
申
告
に
つ
き
ま
し
て

も
、申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
の
記
載
及
び
申
告
書
に

記
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本

人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
と
本

人
確
認
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。（
税
務
課
へ
申
告
書
を
郵
送
で

提
出
す
る
場
合
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
わ
か
る
も
の
と
本
人
確
認
書
類

の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

○
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
（
平

成
30
年
度
住
民
税
分
）
か
ら
医
療

費
控
除
の
特
例
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
が
創
設
さ
れ

ま
し
た

　

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病

の
予
防
と
し
て
一
定
の
取
組
を
行

う
方
が
、
自
己
又
は
自
己
と
生
計

を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
親
族

に
係
る
特
定
一
般
用
医
薬
品
購
入

費
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
年
に

支
払
っ
た
費
用
か
ら
１
万
２
千
円

を
控
除
し
た
額
（
最
大
８
万
８
千

円
）
を
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
申
告

書
と
と
も
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。（
医
薬
品
等
の
購
入
に
係

る
領
収
書
の
提
出
は
不
要
で
す
が
、

一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
書
類
の
提
示
又
は
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。）

・
対
象
と
な
る
医
薬
品
に
つ
い
て

は
、
領
収
書
に
控
除
の
対
象
で
あ

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
こ
の
特
例
を
受
け
る
場
合
は
、

従
来
の
医
療
費
控
除
と
重
複
し
て

適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp/
taxansw

er/shotoku/1129.
htm

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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戦没者等のご遺族の皆さまへ　お手続きお忘れではありませんか？
 
 ○特別弔慰金の趣旨
　今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをい
たし、国として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔
慰金（記名国債）を支給するものです。第十回特別弔慰金については、ご
遺族に一層の弔慰の意を表するため、償還額を年 5 万円に増額するととも
に、5 年ごとに国債を交付することとしています。
 
  ○支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成 27 年 4 月 1 日（基準日）において、

「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族
年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番
による先順位のご遺族お一人に支給。
 1. 平成 27 年 4 月 1 日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の
受給権を取得した方
2. 戦没者等の子
3. 戦没者等の 1. 父母　2. 孫　3. 祖父母　4. 兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしてい
るかどうかにより、順番が入れ替わります。
4. 上記 1 から 3 以外の戦没者等の三親等以内の親族（甥、姪等）
※戦没者等の死亡時まで引き続き 1 年以上の生計関係を有していた方に限
ります。
○支給内容　額面 25 万円、5 年償還の記名国債
○請求期限　平成 30 年 4 月 2 日（月）まで（請求期間を過ぎると第十回
特別弔慰金を受けることができなくなりますのでご注意ください。）
 ○請求窓口　　住民福祉課
 ※なお、平成 32 年 4 月 1 日を基準日とする特別弔慰金については、平成
32 年 4 月 1 日から請求受付を開始する予定です。
 請求手続など詳しくは、住民福祉課（℡ 82 － 6164）まで。

第十回特別弔慰金について

戦没者遺族相談員について
　戦没者遺族の援護の相談に応じ、必要な指導、助言を行うとともに、関
係機関と円滑な調整を行い、戦没者遺族の福祉の増進を図ることを目的と
して設置されています。戦没者遺族相談員は、厚生労働大臣が委託しており、
戦没者遺族に係る各種年金、給付金等の受給に関する相談に応じ、必要な
指導を行ったり、戦没者遺族の生活上の問題に係る相談に応じ必要な指導
を行っています。
　井手町を担当する戦没者遺族相談員の方は次のとおりです。
・分担地区：　八幡市・京田辺市・綴喜郡
・氏　　名：　安岡　賢治
・住　　所：　京田辺市田辺北里２４
・電話番号：　６２－１３７６

「保育園就職説明会」を開催します
　京都府の３０か園が出展の予定です。
　保育園・認定こども園への就職を希望する方、ぜひご参加ください。
　・日時：３月１３日（火）１３時～１７時
　・場所：京都烏丸コンベンションホール
　　　　　（地下鉄「烏丸御池」駅・阪急「烏丸」駅下車徒歩３分）
　・対象：京都府内の保育園等へ就職を希望する平成３１年３月卒業予定の学生・一般求職者等

【連絡先】
（福）京都府社会福祉協議会 京都府福祉人材・研修センター
　　　（京都府保育人材マッチング支援センター）
  〒 604 － 0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入る  ハートピア京都　地下１階
  TEL：０７５（２５２）６３３３／ＦＡＸ：０７５（２５２）６３１２
　Mail：nnishi@kyosyakyo.or.jp【担当：西澤・新田・野田】
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第 12 回　いでちょう百縁商店街
　　　参加店・参加団体募集のご案内

　井手町商工会では、「第12回　いでちょう百縁商店街」を平成30年４月21日（土）
に開催します。
　「百縁（１００円）商店街」とは、商店街全体をひとつの１００円ショップに
見立て、各店が工夫を凝らした商品を１００円で提供し、地元の商店街に買い物
にきてもらうためのイベントです。
　そして今回、「第 12 回　いでちょう百縁商店街」の出店を希望される事業所・
ボランティア団体・サークルを募集します。井手町内において、１００円商品を
販売したり、集客イベントを実施して頂きます。例えば、集客イベントとは、手
作り市・体験の教室などです。
　つきましては、地域商業活性化イベントとご理解の上、参加を希望される団体
は、井手町商工会のホームページをご覧いただき、申込書・参加費用を提出して
下さい。井手町商工会にも申込書を用意しています。なお、出店団体の選考につ
きましては、いでちょう百縁商店街実行委員会において、後日、審査・決定させ
て頂きます。

「第 12 回　いでちょう百縁商店街」
開催日時　　４月２１日（土）　午前 10 時～午後３時
開催場所　　井手町内の各商店街を中心にしたエリア。各店舗等にて。
参加費用　　井手町商工会　会員 500 円　非会員 1,000 円
　　（参加費用は、百縁商店街のチラシ作成費等、経費の一部に充当します。）
申込締切　　３月２日（金）（厳守）

問合先　　　井手町商工会　☎ 0774-82-4073
　　　　　　　〒 610-0302　京都府綴喜郡井手町井手橋ノ本 14-3
　　　　　　　http://ide.kyoto-fsci.or.jp/

主　　催　　井手町百縁商店街実行委員会
後　　援　　井手町

「こどもふろしき市」の出店者を募集します !!!
「第 12 回　いでちょう百縁商店街」と同日開催！
おもちゃや文房具・洋服・手作り作品・お宝商品・自宅に眠っている商品等、是非この機会に販
売してみませんか・・・？
【こどもふろしき市】

■販売時間：午前 10 時～正午
■販売場所：井手小学校　体育館前（雨天時：体育館内）
■対　　象：町内に在住の小学生（新 2 ～ 6 年生対象）
　　　　　　※必ず保護者など大人の方の付き添いは 1 名以上お願いします。
■定　　員：10 店舗（申込多数の場合抽選）
■広　　さ：1.5 ｍ× 1.5 ｍ
■出店費用：100 円（開催日集金）
■申込期間：３月９日（金）まで
■申込方法：井手小学校又は多賀小学校又は井手町商工会に申込
　　　　　　書を提出。
　　　　　　申込書付き詳細チラシは小学校から配布されます。
　　　　　　（申込書商工会提出の場合：
　　　　　　　　　　　　　土日祝日除く午前 9 時～午後 5 時）

【こどもふろしき市　注意事項】
雨天時も開催します。
食べ物・飲み物・生き物は販売できません。
商品の値段は自分で考えてつけてください。
その他の詳細・申込書は井手町商工会ホームページをご覧ください。
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2 回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：第 2 週の火曜日
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～ 4 歳まで（申込制）

２月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考
13 日（火） 10：00 ～ 11：30 すくすくクラブ ※申込制
20 日（火） 10：00 ～ 11：30 のびのびクラブ ※申込制

22 日（木）10：00 ～ 12：00 安心感の輪 
子育てプログラム① ※申込制

23 日（金）
10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場

「コップ袋作り」
10：00 ～ 11：30 さんさん会

26 日（月） 10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

27 日（火） 10：30 ～ 12：00 *hughug*
「ベビーマッサージ」 ※申込制

28 日（水）10：00 ～ 12：00 安心感の輪 
子育てプログラム② ※申込制

3 月

1 日（木） 10：00 ～ 11：00 わおんと遊ぼう ※申込制
6 日（火） 10：30 ～ 11：30 多賀保育園園庭開放 多賀保育園

8 日（木） 10：00 ～ 11：00 親子でノック
絵本のトビラ ※申込制

9 日（金） 10：00 ～ 11：30 さんさん会
※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

　お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30　　土曜日　8：30 ～ 12：00
※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり

『春の火災予防運動』実施します 京田辺市消防署井手分署からのお知らせ

　３月１日 ( 木）から７日 ( 水）までの１週間、全国一斉に春の火災予防運動が展開されます。
　冬から春へ季節が移り変わるこの時期は、空気が非常に乾燥して火災が発生しやすく、
また強い季節風により、大火になりやすい時期でもあります。

　住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　　　－３つの習慣・４つの対策－
　３つの習慣
　　○　寝たばこは、絶対やめる。
　　○　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　○　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　４つの対策
　　○　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　　○　寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　　○　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　　○　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

　　　　　お問合せ　　京田辺市消防署　井手分署　　℡８２－３０００
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井手町解放文化祭

見つめよう私たちの歴史 育てよう私たちの文化
　サブテーマ　～ふれあい、 助け合い ､ 共生社会～

第 32 回

◇日　時　　３月１１日（日）　
　　　　　　午前１０時～午後３時
◇場　所　　いづみ人権交流センター・いづみ児童館
◇内　容　　もちつき、作品展示、舞台発表、モギ店、小学生手作り
　　　　　　工作コーナー　など

「人権啓発講演会」午後１時～２時４５分
講　師　　パフォーマー　ちゃんへん . さん
テーマ　　あきらめない心　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　～過去を変えずに未来を変えろ！～

※　お問い合わせは、井手町解放文化祭実行委員会事務局
　　　　　（いづみ人権交流センター内　℡ 82-3380）まで

　差別を許さない人権意識の向上と、住民相互の交流を図ることを目
的に、第３２回井手町解放文化祭が下記のとおり開催されます。
　今回は、世界最高峰の神技的パフォーマー『ちゃんへん .』さんを
迎えて「あきらめない心　～過去を変えずに未来を変えろ！～」と題
して講演と世界レベルのパフォーマンスを披露していただきます。
また、児童館コーラス教室メンバーや保育園児らの日ごろの練習の成
果も発表します。
　今回、この講演会に泉ヶ丘中学校の生徒が人権学習の一貫として参
加します。
　作品展示、模擬店、小学生手作り工作コーナーなどさまざまな催し
物を用意しています。お誘いあわせのうえ、多数ご参加ください。

　認知症になると、自分がどこにいるのか、自分の家
がどこなのか分からなくなってしまうこともありま
す。万が一、行方が分からなくなったときに、家族や
警察だけでなく地域の関係機関等にご協力いただき
ながら早期発見に役立てる制度があります。それがＳ
ＯＳネットワークです。
■事前登録でスムーズな捜索
　早期の発見・保護に結びつくように、その方の特徴
などの情報が必要となります。ＳＯＳネットワークで

ピーンと体操　グーンと体操　シャキッと体操
おうちでできる運動をご紹介していきます。初級編から上級編までご紹介してきましたが、今回は認知症の予防
にも効果的な指の体操です♪慣れてきたら足踏みしながらおこなうなどの工夫もしてみてください♪

参考：独立行政法人国立長寿医療研究センター、2011、『認知症予防マニュアル　記憶力の向上を目指したプログラム』

地域包括支援センター
  （℡８２－３６９０）

ゆび体操　その２

地域で安心を結ぶ、ＳＯＳネットワーク

ゆび体操　その 1

は事前登録をしていただくことで協力団体へ迅速に
情報を提供します。
※井手町役場の高齢福祉課（82-6165）でお申し込み
いただけます。
■地域での見守りにご協力をお願いします
　できるだけ早く発見するためには、日ごろから地域
での見守りも大切になります。また、認知症を正しく
理解して見守ってくれる人が増えれば、地域の安心に
もつながります。

右手は「グー・パー・グー・チョキ」、左手は「グー・チョキ・グー・パー」の順序で同時に出す

下の図のような順序で左右同時に指を動かす。くり返しおこなう

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲
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Information

おしらせ

●

日　

時
／
３
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
３
月
３
日（
土
）午
後
5
時
ま
で
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

太
陽
光
と
蓄
電
池
の

　
　
　
　
　

同
時
設
置
に
補
助

　

住
宅
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化
を
促

進
す
る
た
め
、
今
年
度
（
平
成
29
年
度
）
よ

り
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
と
住
宅
用
蓄

電
設
備
を
同
時
設
置
し
た
人
に
対
す
る
補
助

金
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
】

補
助
額　

1
ｋ
Ｗ
あ
た
り
1
万
円
（
上
限

4
万
円
）

【
住
宅
用
蓄
電
設
備
】

補
助
額　

1
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
6
万
円
（
上
限

36
万
円
）

※
補
助
に
係
る
条
件
が
あ
り
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
産
業
環
境
課
（
℡
82
‐

６
１
６
８
）
ま
で
。

講
座
・
教
室

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
２
月
19
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
大
正
琴
》

日
時
／
２
月
23
日
（
金
）・
３
月
９
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
２
月
23
日
（
金
）・
３
月
９
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
２
月
22
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
井
手
玉
川
大
学
閉
講
式
及
び
第
７
回
講
座
】 

日
時
／
２
月
21
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時 

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
軽
い
運
動
が
出
来
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
サ
ロ
ン
「
雛
壁
飾
り
を
作
り
ま

し
ょ
う
」】

日
時
／
２
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
３
月
９
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様
だ

け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で

健　

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
３
月
１
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
３
月
８
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
２
月
14
日
（
水
）・
28
日
（
水
）
午

後
１
時
半
～

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
２
月
14
日
（
水
）・
３
月
７
日
（
水
）

午
後
１
時
半
～

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ
る
方
は

年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護
な
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ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

子 
育 

て

【
乳
幼
児
健
診
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
２
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
26
・
７
・
16
～
Ｈ
26
・
９
・
29
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
１
歳
６
カ
月
健
診
》

日
時
／
３
月
５
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
28
・
７
・
１
～
Ｈ
28
・
９
・
６
生
ま

れ受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
２
月
19
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
３
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号
（
℡

０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）
ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
２
月
26
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
２
月
23
日
（
金
）・
３
月
９
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
３
月
７
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
西
部
公
民
館

《
発
達
相
談
》

日
時
／
２
月
22
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
発
達
相
談
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
82

‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
２
月
13
日
（
火
）・
27
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
で

平成３０年度自衛官募集案内
１　募集種目及び試験期日等

募集職種 受付期間 試験期日 資　格

予備自
衛官補

一　般
第１回
１月９日 ( 火 ) ～４月６日 ( 金）
第２回
７月１日 ( 日 ) ～９月１４日 ( 金 )
※第１回で採用予定数に達した
場合、第２回は実施しない場合
があります。

第１回
　４月１４日 ( 土 ) ～１８日 ( 水 )
第２回
　９月２９日 ( 土 ) ～１０月２日 ( 火 )
※いずれか 1 日を指定します。

１８歳以上３４歳未満の者

技　能
１８歳以上で国家免許資格等
を有する者（資格により年齢
の上限があります）

幹　部
候補生

一　般
（大卒程度）

３月１日（木）～５月１日（火）

１次
　５月１２日（土）・１３日（日）
２次
　６月１２日（火）～１５日（金）
３次
　海７月９日（月）～１３日（金）
　空７月１４日（土）～８月２日 ( 木 )

２２歳以上２６歳未満の者
（２０歳以上２２歳未満の者は
大卒（見込含）、修士課程修了
者等（見込含）は２８歳未満）。
自衛官は２８歳未満

一　般
（医卒者）

修士課程修了者等（見込含）
で２０歳以上２８歳未満の者

歯　科
・

薬剤師

１次
　５月１２日（土）
２次
　６月１２日（火）～１５日（金）

専門の大卒（見込含）２０歳
以上３０歳未満の者（薬剤は
２０歳以上２６歳未満の者（薬
学修士学位取得者は２８歳未
満））

自衛官候補生 年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。※ １８歳以上２７歳未満の者
　（注）平成３１年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者の採用試験は、原則として
　　　平成３０年９月２１日以降に行います。詳細につきましては、下記に確認してください。
２　受付及び問い合わせ先
　（１）　自衛隊京都地方協力本部（京都市中京区西ノ京笠殿町３８　℡ ０７５－８０３－０８２０）
　（２）　宇治地域事務所（宇治市広野町西浦７１－５　S.C OKUBO ２０２号室　℡４４－７１３９）
　（３）　その他　自衛隊各駐屯地・各基地においても案内を行っています。
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Ａ
．
後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
前
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
後
納
制
度
に
よ
っ
て
、
こ
の
２
年
を
超
え

５
年
前
ま
で
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
の
利
用
期
間
は
、
３
年
間
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
人
は
、次
の
よ
う
な
人
た
ち
で
す
。

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間

や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人
。

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間

や
未
加
入
期
間
、
さ
ら
に
は
任
意
加
入
期
間
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間

が
あ
る
人
。

・
65
歳
以
上
の
人
で
、
年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
、
任
意
加
入
を
し
て

い
る
人
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
後
納
制
度
は
、
現
在
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
保
険
料
（
後
納
保
険

料
）
の
額
は
、
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
納
で
き
る
保
険
料
に
は
、
順
序
が
あ
り
、
過
去
５
年
前

ま
で
の
保
険
料
の
う
ち
最
も
古
い
分
の
保
険
料
か
ら
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
に
国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方
の
中
で
、
将
来

の
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
や
、
受
給
権
の
確
保
を
し
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月
13
・
19
・
22
・
26
日

３
月
５
・
12
・
19
・
22
・
26
・
29
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

２
月

一
般
書

「
Ｒ
Ｄ
Ｇ 

氷
の
靴
ガ
ラ
ス
の
靴
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原 

規
子

「
遺
訓
」　　
　
　
　
　

佐
藤 

賢
一

「
探
偵
少
女
ア
リ
サ
の
事
件
簿 

２
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
川 

篤
哉

「
映
画
化
決
定
」　　
　
　

友
井 

羊

「
天
翔
け
る
」　　
　
　
　

葉
室 

麟

「
風
神
の
手
」　　
　
　

道
尾 

秀
介

「
嘘
」　　
　
　
　
　
　

村
山 
由
佳

児
童
書

「
な
ん
で
も
た
し
ざ
ん
」

　
　
　
　
　

 

ナ
イ
ジ
ェ
ル
グ
ラ
フ

「
せ
つ
ぶ
ん
の
お
に
」　

伊
藤 

秀
男

「
わ
た
し
の
お
ひ
っ
こ
し
」

　
　

 

ロ
ー
レ
ン
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ヨ

「
あ
か
い
ろ
う
そ
く
」

　
　
　
　
　
　
　

い
も
と 

よ
う
こ

「
り
ん
ご
っ
て
、
ど
ん
な
く
だ
も

の
？
」　　
　
　
　
　
　

 

安
田 

守

２
月
・
３
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば
い
》

３
月
10
日
（
土
）　

午
後
１
時
半
～

図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み
聞
か
せ
・

第
二
回
》

２
月
22
日（
木
）～
２
月
28
日（
水
）

（
対
象
の
方
に
は
申
込
み
用
紙
を
送

付
し
て
い
ま
す
。）

２
月
・
３
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午
前
10

時
～
正
午
）

２
月
14
・
21
・
28
日

３
月
７
・
14
・
28
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午
後
２

時
～
午
後
４
時
）

２
月
15
・
22
日

３
月
１
・
８
・
15
・
29
日

卑劣犯
笹本 稜平
　生活安全部の現職警部補
が轢き殺された。轢いたの
は上司の車だが、事件の２
日前に盗難に遭っていたと
いう。「警察の警察」警務部
監察係の面々は内部犯を疑
い、調査をはじめるが…。

コバルト文庫４０年カタログ
烏兎沼 佳代
　ライトノベルの元祖であ
るコバルト文庫の４０年間、
総発刊点数約４５００冊全
タイトルを網羅。カラー書
影１２００点や、佐藤愛子
ほかレジェンド作家の独占
取材も収録する。

おばけのまめ
Accototo ふくだ としお +
あきこ
　おばけはどこからやって
くる？　おばけから「おば
けのまめ」をもらった男の
子。土に埋めると、小さな
葉っぱが顔を出し、やがて
育って実になった。中身は
かわいいまめ。おなべで煮
て食べてみると…。

うみのとしょかん チンアナ
ゴ３きょうだい
葦原 かも
　ここは、海の図書館。チ
ンアナゴの３きょうだいは、
本を読んでいるうちにから
まりあって、ほどけなくなっ
てしまい…。ヒラメの図書
館員を中心に、海の図書館
でくりひろげられるやさし
い童話。
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ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入
　れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・
　洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（2月 11 日～ 3月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 2月15日 3月8日 3月1日 2月22日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 2月16日 3月9日 3月2日 2月22日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 2月22日 ３月8日 3月1日 2月15日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域

2月21日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、
茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

2月22日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

2月23日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

2月26日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

2月27日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田

2月28日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

3月1日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

古紙の日に出せるもの・出し方
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」（その他の紙類）です。（雑紙：チラシ・紙箱・包装紙・封筒など。
　雑紙についているビニールやホッチキスの針は取り除いてください。）
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」は、例えば「新聞」なら「新聞」だけで何枚か束にして、ひもなどで十文字に束ねて、
　種類ごとに出して下さい。
●ひもなどで束ねにくい小さな紙切れ（雑紙）は、上口の開いている紙袋に、束にしてきれいに敷きつめるか、透明袋に
　入れれば出すことができます。
　  ※ダンボール箱や口の開いていない紙箱の中に入れて出さないでください。「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」それぞれで
　　　リサイクルの方法が違います。また、ひと目でごみの種類が確認できない方法のごみ出しは、収集の効率を低下させます。
●紙パックは中身を飲み終えたらすぐに水でよく洗い、切り開いて十分に乾燥させてから、ひもなどで束ねてください。
●出来るだけ地域の集団回収に出してください。
●汚れのひどい紙、複写式伝票、レシート等の感熱紙、圧着はがきなどの粘着物のついた紙、洗剤の紙箱などのにおいの
　ついた紙、防水加工された紙、アイロンプリントなどの捺染紙、感熱性発泡紙は燃やすごみです。

（古紙）



月日 曜日 行　　　　事
2/11 日 建国記念の日
12 月 振替休日

13 火
すくすくクラブ（午前 10時～ 11時半、子育て支援センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）
トールペイント教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

14 水
料理教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑・いづみ人権交流センター）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

15 木 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
16 金
17 土
18 日

19 月
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
洋風スイーツ教室（午後６時半～８時半、いづみ人権交流センター）

20 火 のびのびクラブ（午前 10時～ 11時半、子育て支援センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

21 水
料理教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
社協生き生きサロン【雛壁飾りを作りましょう】（午後１時半～、玉泉苑）
井手玉川大学閉講式及び第７回講座（午後１時半～、自然休養村管理センターホール）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

22 木
古文書入門教室（午前９時半～ 11時、山吹ふれあいセンター）
健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
発達相談（保健センター、予約制）

23 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

24 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
25 日

26 月 いづみふれあい学級（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

27 火 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

28 水
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、玉泉苑）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

3/1 木
無火災デー防火パレード
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

2 金 ３歳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
3 土
4 日

5 月 １歳６カ月児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

6 火 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

7 水
育児相談（午前９時半～ 10時半受付、西部公民館）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、賀泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、いづみ人権交流センター )

8 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）

9 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

10 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

おめでとうございます まちのカレンダー
（2月11日～3月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161
地域創生推進室 0774-82-6170
企画財政課 0774-82-6162
税　務　課 0774-82-6163
住民福祉課 0774-82-6164
高齢福祉課 0774-82-6165
保健医療課 0774-82-6166
建　設　課 0774-82-6167
産業環境課 0774-82-6168
上下水道課 0774-82-6169
会　計　課 0774-82-6171
議会事務局 0774-82-6172
教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700
同和・人権政策課

0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館
保健センター 0774-82-3385
地域包括支援センター 0774-82-3690
泉ヶ丘中学校 0774-82-2070
井手小学校 0774-82-2119
多賀小学校 0774-82-2112
玉川保育園 0774-82-2153
多賀保育園 0774-82-2225
いづみ保育園 0774-82-4160
子育て支援センター 0774-82-2232
環境衛生センター 0774-82-4651
学校給食センター 0774-82-3617
井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838
町立デイサービスセンター 0774-99-4318
老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499
老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059
京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000
井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(12 月 11 日から 1月 20日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
多 賀 前 原　愛

う
 乃

の
誠

多 賀 前 原　一
いっ

 樹
き

誠

井 手 関 西　結
ゆい

 日
か

仁 都

井 手 西 田　蘭
らん

 世
ぜ

昌 史

井 手 石 本　倖
ゆき

 大
と

雅 之

〈
出
生
〉

〈
婚
姻
〉

住所 夫 妻
多 賀 村 田　雄 哉 植 村　文

井 手 浜 本　弘 一 堀 川　華 代


